
必ず お守りください

収納ユニット
この説明書はお客様に
必ずお渡しください。
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この表示を無視して、誤った設置をする
と、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

この記号は禁止の行為であることを告げるもの
です。

この記号は必ず実行していただきたいことを告
げるものです。

表示について
この取付・設置説明書では、製品を安全に正しく取付け・設置し、お客さまや他の人々
への危害や財産への損害を未然に防止するために、下の表示を行っています。いずれ
も使用者の安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

シンクキャビネットに同梱されている取扱説明書
は、お客さまにお渡しする大切な書類です。
紛失や汚れが生じないように大切に保管し、取付け・設置
完了後、お引き渡し時にお客さまにお渡しください。

天吊ウォールキャビネットの取付けは専用の連
結ボルトで取付・設置説明書とおり正しく行う。
キャビネットが落下して、ケガをするおそれがあり
ます。

収納ユニットの設置は、建築床の構造を確かめ
て正しく取り付ける。
床がたわんだり、床が損傷するおそれがあります。

ウォールキャビネットの設置は、建築壁の構造
を確かめて正しく取り付ける。
ウォールキャビネットが落下して、ケガをするお
それがあります。

電気工事・管工事は、関連する法令・規定に従
って、必ず「有資格者」が行う。
火災・感電・ガス漏れ・水漏れの原因になることがあります。

建設工事（電気工事・管工事・大工工事・建具
工事）は関連する法令・規定に従って、必ず
「有資格者」が行う。
守らない場合は、法令に違反します。

警告

この表示を無視して、誤った設置をすると、
人が傷害を負う可能性および物的損害の
発生が想定される内容を示しています。

注意

警告

必ずお守りください

キッチン取付け・設置

キッチン取付け・設置

壁付けのキャビネットは必ず壁面に固定する。
転倒してケガをするおそれがあります。

組込まれる電気機器・その他機器については、
それぞれの施工（取付け・設置）説明書および
製品本体の表示事項を守り、正しく設置する。
思わぬ事故や故障の原因になることがあります。

棚板を設置するときは、棚受けをすき間のない
ように奥まで差し込み、棚板を確実に載せてく
ださい。
棚板がはずれ収納物が落下して、ケガを
するおそれがあります。

取付け・設置完了後は、扉の傾き・がたつき・
丁番のゆるみのないことを必ず確認する。
使用中に扉が落下して、ケガをするおそれがあり
ます。

キャビネットを設置する際には水平・垂直のレ
ベルを出す。
水平・垂直のレベルがでていないと、
正しく取り付けることができません。

取付け・仕上げに使われる溶剤、接着剤、洗
剤、その他薬品類については、記載されている
注意事項に従って、正しく使用する。
誤った使い方をすると、人体に影響が出た
り、使用部材の損傷や、劣化の原因になります。

注意

キッチン取付け・設置

キッチン取付け・設置

キッチン取付け・設置電気工事

キッチン取付け・設置大工工事（取付下地）

大工工事（取付下地）

キッチン取付け・設置

キッチン取付け・設置

キッチン取付け・設置

システムキッチン
取付・設置説明書

Ⓐ
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1．設置場所の水平・垂直・コーナーの直角度等のレベルが出ているか確認してください。
2．電気製品の配線接続位置を確認してください。
3．ウォールキャビネットを取り付ける壁面の強度、また必要な個所に取付桟が入っているか確認してください。
4．天吊ウォールキャビネットを取り付ける天井の強度、また必要な個所に取付桟が入っているか確認してください。
5．窓枠、ドア枠などと製品（引出しなどが完全に引き出せるか）が干渉しないか確認してください。
　 干渉する場合は、すき間埋め部材（ひも材）をご使用ください。システム収納フロアキャビネットの時、カウンターの
　 間口サイズも確認ください。
6．注文した製品と納入された製品の左右勝手、ガス種、周波数などを確認してください。
7．付属部品を確認してください。
※上記内容に不備がある場合は手直しが必要です。建設工事として手直しが必要な部分は関連する法令・規定にしたがっ
　て工事を行ってください。

設置前の確認

工事区分

警告

事前工事 設置前工事

設置後工事事後工事

大工工事 電気工事

管工事 建具工事

付属品取付検　査

大工工事 電気工事

管工事 内装工事

建設工事外区分

本説明書は、システムキッチン本体組立・設置と関連工事（建設工事）である大工工事、電気工事、ガス配管工事（給排
水）、建具工事などと区別して説明しています。
建設工事は、関連する法令・規定に従って法的有資格者による工事が必要になります。
流通業者様（販売店様等）を通して本体の取付け・設置を行う場合は、「建設工事」と「キッチン本体組立・設置」を
区別して行ってください。

■「キッチンの取付け・設置」とユニット工事区分

キッチン取付け・設置

・取付下地工事
・事前給排水工事
・事前電気工事
・事前ガス工事

・給排水接続工事
・電気配線接続工事
・ガス接続工事
・内装仕上げ工事

組立・設置搬入・開梱

　　　　　　　　　　　資　格　等　条　件

第一・二種電気工事士・電気主任技術者・建築設備士など

一・二級建築士・建築大工「技能検定」合格者など

一・二級管工事施工管理技士・建築設備士・給水装置工事主任技術者など

※キッチンの取付け・設置以外は、下記の資格等条件を有した者が工事を行います。

工事区分

電気工事
大工工事
管 工 事



製品の種類

設置手順

■カップボード上置
　システム収納フロアキャビネット

■ウォールキャビネット
　システム収納フロアキャビネット

■天吊ウォールキャビネット
　システム収納フロアキャビネット
　バックパネル

■家電収納フロアキャビネット

区 工
分 事

大
工
工
事

電
気
工
事

キ
ッ
チ
ン
工
事

キ
ッ
チ
ン
工
事

キ
ッ
チ
ン
工
事

内
装
工
事

カップボード上置
＋システム収納フロアキャビネット

ウォールキャビネット
＋システム収納フロアキャビネット

天吊ウォールキャビネット
＋システム収納フロアキャビネット
＋バックパネル

家電収納フロアキャビネット

（→１．事前工事（建設工事）「１－２．電源線の取出し・コンセントの取付けについて」を参照
電源線の取出し・コンセントの取付け（※棚下照明などを取り付ける場合） 電源線の取出し・コンセントの取付け

（→１．事前工事（建設工事）
「１－２．電源線の取出し・コンセ
 ントの取付けについて」を参照）

キャビネットの連結
（→4．各収納キャビネットの取付け「4－2．システム収納フロアキャビネットとカップボード上置の連結」を参照
（→4．各収納キャビネットの取付け「4－3．システム収納フロアキャビネットの連結」を参照）

キャビネットの壁面固定
（→4．各収納キャビネットの取付け「4－4．カップボード上置と
システム収納 フロアキャビネットの壁面固定」を参照）

天吊ウォールキャビネットの取付け
（→4．各収納キャビネットの取付け「4－8．
天吊ウォールキャビネットの取付け」を参照）

キャビネットの取付け
（→「5．家電収納フロアキャビ
ネットの取付け」を参照）

カウンターの固定
（→4．各収納キャビネットの取付け「4－5．カウンターとシステム収納フロアキャビネットの取付け」を参照）

バックパネルの取付け
（→4．各収納キャビネットの取付け「4－7．バックパネルの取付け」を参照）

電気機器の取付け
（※棚下照明などを取り付ける場合）

電気機器の取付け
（※電気機器に同梱されている取付・設置説明書を参照）

電源線の接続
（※電気機器に同梱されている取付・設置説明書を参照）

電源線の接続

引出し・扉の調整
（→「6．引出し・扉の調整方法」を参照）

目地処理
※キッチンと壁面床面等の間をシリコーン等で目地処理する場合は、内装工事となる場合があります。

※　キッチン工事　－キッチン取付け・設置工事

システム
収納フロア
キャビネット

システム収納フロア
キャビネット
※ハイフロアを含む

システム収納フロア
キャビネット

カップボード上置
天吊ウォールキャビネット

カウンター

カウンター

ウォールキャビネット

バック
パネル

蒸気排出ユニット

スライド
カウンター

スライド
カウンター

※中台分割仕様の
設定もあります。

※吸込み式と
送風式の設
定があります。

ウォールキャビネットの壁面固定・連結
（→4．各収納キャビネットの取付け「4－1．ウォールキャビネットの壁面固定・連結」を参照）

仕上げ・付属部品の取付け
（→「7．仕上げ・付属部品の取付け」を参照）

（※電気機器に同梱されている取付・設置説明書を参照）

取付桟の取付け、床面の補強、天吊ウォールキャビネット用吊りボルトの固定
（→１．事前工事（建設工事）「１－１．取付桟の取付け」、「１－３．床面の補強について」を参照

キャビネットの床固定
（→4．各収納キャビネットの取付け「4－6．キャビネットの床固定（片側・両側がオープンの場合）」を参照）

電
気
工
事
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事前工事（建設工事）1
1-1.取付桟の取付け大工工事

Ａ.ウォールキャビネット・家電収納上置・カップボード上置・システム収納フロアキャビネット・家電収納
フロアキャビネット（天吊ウォールキャビネットを除く）

天井フィラー取付桟

システム収納フロアキャビネット
床取付用取付桟

床面の補強1-3

天吊ウォールキャビネット
取付用補強桟Ｂ

システム収納フロアキャビネット
床取付用取付桟

Ａ
システム収納フロアキャビネット
取付用取付桟

1-2 蒸気排出ユニット用電源線（2本）

Ａ
ウォール・上置キャビネット
取付用取付桟

Ａ
家電収納フロア
キャビネット用取付桟

Ａ カップボード上置用取付桟

●キャビネットを取付け・設置する壁面に、取付桟を取り付けるか、埋め込んでください。
　石膏ボードで仕上げる壁面は、石膏ボードの内側に取付桟を取り付けてください。
●本体重量と収納重量の荷重に対して、取付桟（下地）が落ちないだけの強度をもたせてください。
　最大300kg／１キャビネットあたりの強度がもつように柱・間柱に確実に固定してください。
●取付桟（下地）は広葉樹、マツ・ツガ等の強度のある針葉樹いずれかの無垢材を使用します。また、厚さ30mm以上、幅100mm以
上が必要です。
●合板を取付桟（下地）として使用する場合は、ラワン合板などの硬い材質の普通合板（表面が平滑でフシがない、虫くいや、くさ
れのない物）を使用します。また、必ず厚さ12mm以上の物を使用してください。

（埋込みの場合） （石膏ボードの場合）30mm以上

100mm
以上

取付桟

壁
面

石膏ボード

壁
面

警告

以下の事項と条件を必ず
守って取付け・設置する。
守らないとウォールキャ
ビネットが落下するおそ
れがあります。

取付桟の取付けは、関連
する法令・規定に従って
必ず「有資格者」がおこ
なう。

●吊戸棚の取付けは、必ず商品同梱の専用ねじ（大皿フレキタッピンねじ（5.3×63））
を使用し、取付桟（下地）に25mm以上かかるようにしてください。
●合板下地の場合は、下地からのねじ貫通しろを13mm以上としてください。
●合板下地はねじ個所だけではなく、全面
　下地（吊戸棚全体）を原則とします。

13mm以上

（合板の場合）（桟木の場合）

大皿フレキタッピンねじ
（5.3×63）

キャップ（φ17）

12mm 18mm

石膏ボード他

キャビネット背板

25mm以上

大皿フレキタッピンねじ
（5.3×63）

桟木
キャップ（φ17）

キャビネット背板
石膏ボード他

12mm
18mm

合板12mm以上

●鋼板下地の場合・鋼板の変形を防ぐため必ず石膏ボード等で覆ってください。
　　　　　　　　・下地からのねじ貫通しろを25mm以上としてください。
●鋼板下地で石膏ボード2枚貼りの場合、その内側に下地を敷設する事は、上記のねじ貫通しろが確保できないため設置できません。
●鋼板の厚みは必ず0.8mm以上のものを
　使用してください。
●軽量鉄骨躯体（LGS）の設置間隔は
　300mm以下を守ってください。

4

（ＬＧＳ＋鋼板の場合）

LGS

鋼板（0.8mm以上）
石膏ボード他
キャビネット背板
キャップ（φ17）

大皿フレキタッピンねじ
（5.3×63）

（ＬＧＳ＋合板の場合）

LGS

13mm以上

合板（12mm以上）
石膏ボード他
キャビネット背板
キャップ（φ17）

大皿フレキタッピンねじ
（5.3×63）25mm以上



Ｂ．天吊ウォールキャビネット

以下の事項と条件を必ず守って取付け・設置する。
守らないとウォールキャビネットが落下するおそれがあります。

取付桟の取付けは、関連する法令・規定に従って必ず「有資格者」が行う。

警告

●吊りボルトを取り付ける。
天井には、本体重量と収納重量の荷重に十分耐えられる
強度をもたせる。（最大300kg/1キャビあたり）　　

●吊りボルトを固定するための補強材は90mm×90mm 
　以上の角材を使用してください。補強材は梁等に
　確実に固定する。

●天吊ウォール　
キャビネット　
900、750間口
は吊りボルト6
本、450間口は
吊りボルト4本
で確実に固定し
てください。

　　補強材
（90×90以上）

平座金大形角
（１枚）

天井

吊りボルト（M8）
六角ナット（2個）
平座金大形角（１枚）

平座金丸形（１枚）

六角ナット（１個）
六角ナット（2個）

六角袋ナット（１個）

平座金大形角（１枚）

※天井裏の梁等に補強材を取付け、吊りボルトの固定は、　大工工事　
　区分です。

吊りボルト・六角ナット・平座金・袋ナットは天吊ウォールキャビ
ネット（製品）に同梱されていません。別途手配となります。

72
.5 4

1
5

4
6

572
.5

40 40

450

天吊りボルト位置
　φ10穴

370

図は上面図を示します。

天吊りボルト位置
　φ10穴

40443（368） 377（302）40

72
.5 4
1

5
4

6
572

.5

900（750）
（　）内寸法H間口750を示します。

1-2.電源線の取出し・コンセントの取付けについて 電気工事

1-3.床面の補強工事について

2-1.取付位置

大工工事

警告 電源線の取出し・コンセントの取付けは、関連する法令・規定に従って必ず「有資格者」が行う。

警告
●床面の補強は、関連する法令・規定に従って必ず「有資格者」が行う。
●200kg/1キャビネット程度の重量があるのでそれに耐えられる床の補強を依頼してください。
特に2重床の場合は補強用支持脚を225mm～310mm程度の間隔で設置することをお薦めします。

取付位置・基準線の出し方2
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天吊ウォールキャビネット
システム収納フロア
キャビネットバックパネル

カップボード上置
システム収納フロアキャビネット

ウォールキャビネット
システム収納フロア
キャビネット

家電収納フロア
キャビネット（蒸気排出
ユニット付・なし）

※中台分割の時

シ
ス
テ
ム
収
納
フ
ロ
ア

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

２３
５０

（２
１５

０）
８2

8
82

2（
１0

22
）

70
0（

50
0）

60
0（

40
0）

５０
72

2（
92

2）
５０

５０
７7

8
５０

５０

４１５（２８５）２５
４４０（３１０）

ウ
ォ
ー
ル

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

中
台

ウ
ォ
ー
ル

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
収
納
フ
ロ
ア

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
収
納
フ
ロ
ア

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

天
吊
ウ
ォ
ー
ル

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

23
50

（
21

50
） 15

40
（

13
40

）

440
415

81
0

76
0

50
50

14
40

（
12

40
）

5025

シ
ス
テ
ム
収
納
フ
ロ
ア

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

カ
ッ
プ
ボ
ー
ド
上
置

23
50

（
21

50
） 15

22
（

13
22

）

440
415

82
8

77
8

50
50

14
22

（
12

22
）

5025

シ
ス
テ
ム
収
納
フ
ロ
ア

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

カ
ッ
プ
ボ
ー
ド
上
置

Ⅰタイプ Ⅱタイプ

家
電
収
納
フ
ロ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

（
蒸
気
排
出
ユ
ニ
ッ
ト
付
・
な
し
）

99
0（

85
0）

99
0（

85
0）

70
6（

56
6）

91
7（

77
8）

90
0

60
0

85
0

485

バック
パネル

23
50

23
50 450450

465
415

25 25
72.5 72.5

50
50

50

66
0（

80
0）

60
0

70
0

４１５２５
４４０



2-2.基準線の出し方

注意
取付け・設置前に必ず設置場所の水平、垂直、直角度、
レベルなどを正確に調べる。
これを基準にキャビネットを取り付ける。
ウォールキャビネットの水平が出ていない場合、扉キャッチが正
常に作動せず、ケガをするおそれがあります。

直角

水平基準線

システム収納上端など

ウォールキャビネット上端など

ウォールキャビネット下端など

①レーザーや水準器等で各コーナーにポイントを取り、水平基準線を
打ってください。
　水平基準線より上記の取付位置または取付図を参考に基準線を求め
て墨を打ってください。
②床、壁面、天井の直角な交わりと水平、垂直をレーザーまたは下げ
振り、水準器等で確認してください。

同梱部品一覧表3

必ず指定のねじ類を使用する。
使用しないと、商品の落下などによりケガの
原因となります。

取付け・設置で使用するねじを固定する場合は、必ず
ドライバーで行い、締めすぎによるねじの空回り、頭
つぶれのないようにする。
固定ねじがきかないと、キャビネットなどが落下してケガ
の原因となります。

注意

■同梱部品一覧表（プランによっては付属されていない部品があります。）

部　　品　　名 形　状 用　　　　途　 袋　詰　め

6

大皿フレキタッピンねじ
5.3×63（キャップφ17付）

皿タッピンねじ
4.5×27（頭白塗装）

カウンター固定用ねじ
4×10

カウンター固定用ねじ
4×30

カウンター固定用ねじ
4×30

L型金具
（皿木ねじ3.1×16付）

カウンター固定用金具

棚板受け金具

穴埋めキャップ（φ10）
ライトグレー色：2コ
ホワイト色：2コ

電源線（1.5m：2本）

1口×2　コンセント

・壁面固定用

・樹脂製棚板受け用

・壁面固定穴隠し用

・キャビネット連結用
・エンドパネル固定用

・キャビネットと
　カウンター固定用

・キャビネットと
　カウンター固定用

・キャビネットと
　カウンター固定用

・キャビネットと
　カウンター固定用

・蒸気排出ユニットとコンセント
　配線用

・家電収納フロア
　キャビネット用コンセント

・キャビネットと
　床面固定用



※中台分割の場合
　中台とウォールキャビネットの連結はウォールキャビネット見
上板から同梱のねじで固定してください。連結用の下穴があ
いていないので下図のようにウォールキャビネット見上板に下
穴（φ4.5～φ5）を4ヵ所あけてください。

ウォール
キャビネット

中台 50

50 50

50

7

システム収納フロアキャビネットには、連結用の
下穴（φ7）があいています。

①キャビネット連結用の下穴（φ5）があいています。連結用の
下穴がない場合は下図の位置を参考にあけてください。
②キャビネット同士の側板の前面を合わせ、隣のキャビネットと
付属のねじで連結します。

Ｄ＝415

キャビネットが転倒しないよう十分ご注意ください。

カップボード上置

システム収納
フロアキャビネット

カウンター
固定ねじ4×30

・

・

Ｄ＝415
皿タッピンねじ4.5×27
（頭白塗装）

皿タッピンねじ4.5×27
（頭白塗装）

41 321
415

37

15
0

60
0

60
81
0

85
0

●取付ねじを締めすぎて空回りしたり、
ねじ頭をとばしたりしないように確実
に固定する。

●取付ねじは必ず同梱しているねじを使
用し、取付桟にねじが25mm以上かか
るようにする。

以下の事項と条件を必ず守って取付け・設置する。
守らないとウォールキャビネットの落下、
カップボードが転倒するおそれがあります。

警告

4-1.ウォールキャビネットの壁面固定・連結

4-2.システム収納フロアキャビネットとカップボード上置の連結

4-3.システム収納フロアキャビネットの連結

各収納キャビネットの取付け4
①取付桟の位置を確認した上でキャビネット背板の取付ねじ位置にあらかじめ下穴（φ5.5～φ6）をあけてください。
②キャビネットを同梱のねじで固定してください。（大皿フレキタッピンねじ5.3×63）続いてキャップ（φ17）を取り付けてください。
③隣接ウォールキャビネットがある場合、キャビネット同士の側板の下面と前面の面合わせをして、隣のキャビネットを付属の皿タッピンねじ
4.5×27（頭白塗装）で連結します。

Ａ
900
700
500

B
800
600
400

キャビネット高さ
Ｈ＝900
Ｈ＝700
Ｈ＝500

間口1050以上間口900間口750以下

ねじ5本壁面固定ねじ4本壁面固定 ねじ7本壁面固定（
底
板
）

（
天
板
）

（側板） （側板）

（
製
品
高
さ
）

Ａ Ｂ
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5
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15 45 45 15
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4-4.カップボード上置とシステム収納フロアキャビネットの壁面固定

4-5.カウンターとシステム収納フロアキャビネットの取付け〈カウンターとシステム収納フロアキャビネットは別々で納入されます〉

①取付桟の位置を確認した上でキャビネット背板の取付ねじ位置にあらかじめ下穴 （φ5.5～φ6）をあけてください。
②キャビネットを同梱のねじで固定してください。続いてキャップ（φ17）を取り付けてください。

●カップボード中台●カップボード上置 ●システム収納フロアキャビネット

  1
7

（
底

板
）

1545

4545

45

35
35

  1
5

（
天

板
）

  15 
（側板）

  15 
（側板）

（背板）

取付ねじ位置
（上下4ヵ所）

  1
5

（
天

板
）

  15
（側板）

35
35

  1
7

（
底

板
）

10
22

（
82

2） 50

45   15
（側板）

 15
（側板）

45

50

82
8［

Ⅱタ
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プ
］

81
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プ
］

（
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ス
テ

ム
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納
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ア
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ビ
ネッ

ト
）

①カウンターを固定する前に同梱の金具を取り付けます。（構造
材（前後）または天板（通し穴あり）がある場合にはカウンター
固定用金具の取付けは必要ありません。）

　システム収納フロアキャビネット内に入っている同梱のカウン
ター固定用金具を図の位置に同梱のねじで固定してください。

　
※カウンター固定用金具は左右に固定してください。
（間口900のシステム収納フロアキャビネットはセンターにも

カウンター固定用金具を取り付けてください。）

●片面系の場合

20
側板

背板

カウンター固定用金具

カウンター
固定用ねじ4×10

0.
5m

m
～

1.
0m

m

●片面系（間口合わせと後ろ合わせ） ●両面系（片面系キャビネット+バックパネル）
 （間口合わせと奥行均等振り分け）

②システム収納フロアキャビネットの上にカウンターを固定します。
●カウンターとキャビネットの位置合わせ後、構造材及び天板の通し穴とカウンター用固定金具を使い、キャビネット内側よりカウ

ンターを同梱のねじで固定してください。

カウンター
固定用ねじ
4×10

扉 構造材

カウンター用
固定金具 カウンター固定用ねじ4×30

（後部が、構造材の時）
カウンター固定用ねじ4×10

（後部が、カウンター固定金具の時）

カウンター

バックパネル

※バックパネルの取付けについては
　「4-7. バックパネルの取付け」を
　参照してください。

カウンター
固定用ねじ
4×30

後ろ
合わせ構造材

カウンター

カウンター用
固定金具

カウンター

構造材

カウンター
固定用ねじ
4×30

天板
（通し穴あり）

カウンター
固定用ねじ
4×30

8

大皿フレキ
タッピンねじ
5.3×63

キャップ
（φ17）
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警告
●正しく固定されていない場合、キャビネットが倒れてケガをするおそれや製品が変形し
　破損するおそれがあります。

●床面固定する際は、必ず床暖房の位置を確認してください。床暖房がある位置に床面固
　定すると、床暖房のチューブを破損するおそれがあります。

●キャビネット底板に下図の位置にφ5の下穴を4ヵ所あけてください。寸法はキャビネットの内寸になっていますので、キャビネット
内側からけがいてください。
●桟木（Ｗ50×Ｈ33×Ｄ325）を現場で調達してください。桟木に両面テープを貼って、床面固定用の下穴があけている位置に貼
り付けてください。
※桟木は、15mm材と18mm材を重ね合わせたものでも可。
●システム収納フロアキャビネット底板のφ5の下穴（下図）から、同梱のねじで床面に4ヵ所固定してください。
　続いて、キャップ（φ17）を取り付けてください。

両面テープ 桟木

325

3
3

50

キャップ（φ17）

大皿フレキ
タッピンねじ5.3×63

φ5の下穴加工
桟木

キャビネット底板

5
0

75 755
0

・

※マルチスペース扉付きキャビネットの場合
●キャビネットに同梱している、Ｌ型金具とねじを使用して床面に
固定してください。
　固定する際にキャビネット開口寸法が、上部と下部で同じことを
確認してください。

金具固定推奨位置

100 25

L型金具

皿木ねじ
　3.1×16

4-7.バックパネルの取付け

4-6.キャビネットの床面固定（片側・両側がオープンの場合）

9

①キャビネットの背板にバックパネルに同梱
されている付木を右図の位置に両面テープ
で貼り付けてください。
②キャビネットの背板上端に合わせ、バック
パネルに同梱されている木口テープを間口
いっぱい貼ってください。（システム収納
フロアキャビネットのみ）
③キャビネットの背板にバックパネル固定用穴
（φ4.5～φ5）をあけ、キャビネット内側よ
り同梱のねじで固定し、キャップ（φ17）
を付けてください（キャビネット下端合
わせ。）
※システム収納フロアキャビネット用バック
パネルには上下があります。裏面の間口方
向にスペーサーが取り付いている方が上側
です。
※間口が1050以上のキャビネットの場合、
バックパネルは分割になります。
　パネルを固定する際には、［　］内の位置
にもねじで固定してください。（間口900
以下は、［　］内の位置には固定しません）

キャップ（φ17） ②木口テープ

③バック
　パネル

①付木（両面テープ付）3
5

マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

キ
ャ
ビ
ネ
ット
の

場
合
は
1
2
0

システム収納
フロア

キャビネット

大皿フレキ
タッピンねじ
（5.3×35）
（家電収納の
場合は5.3×27）

3
0

3
0

60 60

（
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

キ
ャ
ビ
ネ
ット
の

場
合
は
1
2
0
）

［バックパネル分割ライン］

システム収納フロア
キャビネット

②木口テープ
（間口いっぱい）

背板
側板

スペーサー

バック
パネル

裏
面

㊤

㊤

㊦

㊦

【75】【75】

背板



4-8.天吊ウォールキャビネットの取付け

●中央部のボルト位置は、キャビネットのセ
ンターではありません。取付前に位置を確
認してください。
●吊りボルト（M8）、六角ナット、平座金、
袋ナットは別途手配となります。

②キャビネットの吊り高さに合わせて吊りボ
ルトの長さを調整してください。アンカー
を使用する場合は、吊りボルトの長さを取
付高さに合わせて切断してください。
③吊りボルトにキャビネットを固定します。こ
の際、吊りボルトには六角ナットを2個付
けた後、キャビネット本体天板をボルトに
通し、下から平座金1個と袋ナット1個で
締めつけ固定してください。

天吊りボルト位置
　φ10穴

40443 37740

72
.5 4
1
5

4
6
572
.5

900

7
2
.5 4
1
5

4
6
57
2
.5

40 40

450

天吊りボルト位置
　φ10穴

370

図は上面図を示します。

天井フィラー

天吊りボルト位置
　φ10穴

72
.5 4
1
5

4
6
572
.5

4040

750

368 302

●家電収納フロアキャビネットには以下の三種類があります。
　取付け手順はそれぞれ異なりますのでご注意ください。

10

守らないとキャビネットが落下転倒するおそれがあります。
以下の事項と条件を必ず守って設置する。

警告

家電収納フロアキャビネットの取付け5

●取付ねじを締めすぎて空回りしたり、ねじ頭をとば
　したりしないように確実に固定する。

●取付ねじは必ず同梱しているねじを使用し、
　取付桟にねじが25mm以上かかるようにする。

①天井裏の梁等に補強材を取り付けて、
吊りボルトを固定してください。

大工工事

カウンター カウンター カウンター

キャビネット キャビネット キャビネット

蒸気排出ユニット

●蒸気排出ユニット（吸込み式） ●蒸気排出ユニット（送風式） ●蒸気排出ユニット（蒸気排出なし）

エンドパネル（レイアウトによっては不要）エンドパネル（レイアウトによっては不要） エンドパネル（レイアウトによっては不要）

蒸気排出ユニット

取付け・設置手順 ➡ P.11 取付け・設置手順 ➡ P.13 取付け・設置手順 ➡ P.14
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5-1-❷ 電源線の引込み・接続、コンセントの取付け

①同梱してある電源線2本を用意します。図のように片側を背板
開口に、もう一方をコンセント開口に通して引き込んでください。

②電源線の被膜を約15ｍｍむきます。電源線を1口×２コンセン
トに差し込んでください。

③コンセントを同梱のねじで固定してください。
④コンセントカバーを取り付けてください。
⑤コンセントの近傍に「コンセント定格ラベル」を必ず貼り付けて
ください。

※コンセントへの電源線の差込み

差込みが不十分ですと火災のおそれがあります。

①同梱のコンセントの差込穴に同梱の電源線を差し込んでくだ
さい。
②「W」と書かれている方に白色の電源線、もう一方には黒色の
電源線を差し込んでください。
③「カチッ」と音がするまで、確実に差し込んでください。
必ず、引っ張って抜けがないかを確認してください。

①点検口パネルは、天面2本、背面2本でねじ固定しています。手で押さえながらねじを外してください。
②点検口パネルを下に降ろしながら斜めにして手前に引いて外してください。
※コンセントが付いている場合は、コンセントカバーを外してから点検口パネルを外してください。

注意 ●コンセントへの
　電源線の差込み

黒

白

黒

白

1口×2コンセント

丸木ねじ3.5×16

コ
ン
セ
ン
ト
開
口

背
板
開
口

7
4

2
0
6
.5

コンセントカバー

電源線2本

③

①

②

5-1-❶ 点検口パネルの取外し　

5-1.蒸気排出ユニット（吸込み式）の取付け・設置手順

＜背面＞

＜天面＞

＜側面＞

（①両サイド、2本取外し）
トラスタッピンねじ3.5×14

トラス小ねじＭ4×8（①両サイド、2本取外し）

蒸気排出ユニット固定レール

点検口パネル

下に降ろし
ながら斜め
にして手前
に引いて取
外す

②

キャビネット内

前面

背面
点検口パネル

キャビネット

電気工事

電気工事
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5-1-❻ 点検口パネルの取付け

5-1-❺ 蒸気排出ユニットの取付けと電源線の接続

①点検口パネルを斜めにして背面に入れてください。
②手で押さえながら、背面からねじ固定をしてください。
続いて天面もねじで固定してください。

背板に壁面固定用の穴（φ20）が2ヵ所あります。その穴に
キャビネット同梱のねじで壁面に固定してください。

5-1-❸ 壁面固定

＜背面＞

＜天面＞

＜側面＞

（②両サイド、2本固定）
トラスタッピンねじ3.5×14

（②両サイド、2本固定）
トラス小ねじＭ4×8

蒸気排出ユニット固定レール

点検口パネル

①

（斜めにして
背面に入れます）

φ20の穴

タッピンねじ5.3×63
大皿フレキ

背板点検口開口

カウンターをキャビネット同梱のねじで6ヵ所固定してください。

5-1-❹ カウンターとキャビネットの固定

カウンター

カウンター固定用ねじ
トラスタッピンねじ4×30

トラスタッピンねじ4×30

カウンター

キャビネット

前面

①蒸気排出ユニットに電源線（1次側電源アース付）を2本接続し
てください。

②電源線の接続が終えたら蒸気排出ユニットをキャビネットに収
めてください。
③蒸気排出ユニットを蒸気排出ユニット同梱のねじで左右各2ヵ
所固定してください。

電気工事 蒸気排出ユニット

１次側電源
（アース付）

蒸気排出ユニットに付属の
取付説明書を参照し、電源
線の接続をしてください。

蒸気排出ユニット
同梱ねじ
（トラス小ねじM4×8）
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5-1-❼ エンドパネルの取付けについて

5-２-❶ 電源線の引込み

5-２-❷ 壁面固定

蒸気排出ユニット用
電源線とアース線を
キャビネット内に引込み

5-2. 蒸気排出ユニット（送風式）の取付け・設置手順

キャビネットを壁面固定（設置）する際、壁面から取り
出している電源線・アース線をキャビネット内に引き込
んでください。

背板上部の左右に2ヵ所、壁面固定用の下穴（φ6.0）
があいています。付属のねじ（大皿フレキタッピンねじ
5.3×63φ17キャップ付）で固定してください。

エンドパネルに保護シートが貼ってある場合は、取り付ける前に保護シートをはがしてください。
位置を合わせ、キャビネット連結用の穴を利用し、同梱の皿タッピンねじ4.5×27（頭白塗装）で固定してください。
連結用の穴があいていないキャビネットは、右図の位置にあけてください。

皿タッピンねじ
4.5×27（頭白塗装）

前面

大皿フレキタッピンねじ
5.3×63（キャップφ17付）

40C.L40

1
2
8
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カウンターをキャビネット同梱のねじで6ヵ所固定してください。

5-２-❸ カウンターとキャビネットの固定

5-２-❹ 蒸気排出ユニットの取付け

5-２-❺ エンドパネルの取付け

①蒸気排出ユニットの付属の取付説明書を参照し取り付けてください。

コンセント用穴

電源線
（1次/2本）

スライドカウンターテープ止め

1口×2
コンセントセット

5-3. 家電収納ユニット（蒸気排出なし）の取付け・設置手順

5-3-❶ 電源線の引込み

エンドパネルに保護シートが貼ってある場合は、取り付ける前に保護シートをはがしてください。
位置を合わせ、キャビネット連結用の穴を利用し、同梱の皿タッピンねじ4.5×27（頭白塗装）で固定してください。
連結用の穴があいていないキャビネットは、右図の位置にあけてください。

蒸気排出ユニットなしの家電収納の場合はコンセントの穴に
電源線を引き込んでください。

トラスタッピンねじ4×30

前面

前面

皿タッピンねじ
4.5×27（頭白塗装）

カウンター

キャビネット

キャビネット

エンドパネル

カウンター

カウンター固定用ねじ
トラスタッピンねじ4×30

②蒸気排出ユニットの電源線の配線は、電気工事有資格者に依頼ください。

電気工事
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5-3-❷ 壁面固定

5-3-❹ コンセントの取付け

背板に壁面固定用の穴（φ20）が2ヵ所あります。その穴に
キャビネット同梱のねじで壁面に固定してください。

φ20の穴

※

※ねじ固定後、キャップ（φ17）は取り付けません。

5-3-❺ エンドパネルの取付け

カウンターをキャビネット同梱のねじで6ヵ所固定してください。

5-３-❸ カウンターとキャビネットの固定

カウンター

カウンター固定用ねじ
トラスタッピンねじ4×30

エンドパネルに保護シートが貼ってある場合は、取り付ける前に保護シートをはがしてください。
位置を合わせ、キャビネット連結用の穴を利用し、同梱の皿タッピンねじ4.5×27（頭白塗装）で固定してください。
連結用の穴があいていないキャビネットは、右図の位置にあけてください。

タッピンねじ5.3×63　
大皿フレキ

差込みが不十分ですと火災のおそれがあります。

注意 ●コンセントへの
　電源線の差込み

黒

白

黒

白

エンドパネル
キャビネット

トラスタッピンねじ4×30

前面

前面

カウンター

キャビネット

皿タッピンねじ
4.5×27（頭白塗装）

①同梱のコンセントの差込穴に同梱の電源線を差し込んでください。
②「W」と書かれている方に白色の電源線、もう一方には黒色の
電源線を差し込んでください。
③「カチッ」と音がするまで、確実に差し込んでください。
必ず、引っ張って抜けがないかを確認してください。

電気工事
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●左右調整
❶のねじを右に回すと丁番側に移動
し、左に回すと丁番の反対側に移動し
ます。

●上下調整
上下に扉が片寄っている場合は、❸のねじ
をゆるめて座金の位置を調整します。
（上下2本の丁番を調整してください）

●前後調整
前後の開きは❷のねじをゆるめて座金
の位置を前後に動かし、扉の前後を調
整します。

●調整の確認
扉調整後は、すべての丁番の❷と❸のねじが締
めつけられていることを確認してください。

※扉キャッチの調整は、必ずキャビネットの設置・扉の調整をした後に行う。

扉キャッチ本体 フック受け

扉は左右や前後のズレがないように取り付けられています。微調整が必要なと
きは丁番の❶・❷・❸のねじで行います。

扉を取り外したいとき
ワンタッチ丁番の尾の❹部分（矢印部）を下から押上げると簡単に外れま
す。取り外す際は、扉をしっかり支えながら行い、扉やキャビネットを傷付
けないよう気を付けてください。

❸上下調整用

❹扉の取外し

❷前後調整用
❶左右調整用

注意 工事終了後、扉の傾き、ガタつき、丁番のゆるみがないことを必ず確認してください。
使用中に扉が落下して、ケガをするおそれがあります。

6-1.扉の調整方法

6-2.扉キャッチの調整方法

引出し・扉の調整方法6

1．設置確認方法
①保護台紙を取り外す
扉キャッチ本体に貼り付けてある保護台紙を取り外し、フックがスムーズに上下する
か確認してください。

　
②開閉確認
扉をゆっくり開閉しながら、扉が正常に開閉することを確認してください。
扉を開けた時にフックが上がった状態であることを確認してください。

取付け・設置後に取り外してください
保護台紙

フック

設置後 はがして
ください設置後 はがして
ください
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2. 引出しの取付け方1. 引出しの外し方

■引出しの取外し・取付け

②プラスドライバーをねじ②に差し込み、右に回すと外せます。

■鏡板の着脱方法

手締め

6-3.スチール製引出しタイプの調整方法

引出しを全開にし、少し上に持ち上げながら引いて
ください。

引出しをレールにのせそのままキャビネットの中へ押し込みます。
“カチャ”という音で正しく入ったか確認できます。

1. 外し方
①キャップを指で引っ掛けて取り外します。

2. 取付け方
鏡板をそのまま引出しに押し込みます。

下の方に指先（爪）を入れ
手前にひいてください。

キャップ

2. サイドギャラリ取付け方
■サイドギャラリの着脱方法
1. サイドギャラリ外し方
マイナスドライバーでサイドギャラリの後部から差し込み、
ひねると外れます。
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1. 引出しの取外し・取付け
完全に引き出した状態で持ち上げ、そのまま引出しを外します。
取付けは引出しに付いているローラーとレールがかみ合うように
引出しを入れてください。

■鏡板の左右・上下・あおり調整
2. 上下調整
図のねじで上下
調整をしてくだ
さい。

3. 前板の傾き調整
サイドギャラリを左
回して調整すると、
キャビネットの長さ
が変化します。これ
で傾きを調整します。

1. 左右調整
図のねじで左右調整をしてください。

手締め

①
③

引出し側面調整部ねじ①
（左右調整ねじ）

ねじ②
（鏡板の着脱）

ねじ③
（上下調整ねじ）

（
鏡
板
）

ギャラリを図の
ように折り曲げ、
ギャラリを取り
外してください。

2. ギャラリの　 
　 取外し
スチール背板の
後部に引っ掛け
ているギャラリ
の爪をマイナス
ドライバーで外
してください。

1. 鏡板の取外し
❷のねじ（左右）
をゆるめて鏡板
を取り外してく
ださい。

■鏡板の着脱方法

2. 鏡板の左右・上下調整および着脱方法
〔引出し鏡板の調整〕

2. 上下調整
❷のねじをゆるめ❸のねじを回すと上下に
鏡板が動きます。調整後❷のねじを締めま
す。

3. 鏡板のあおり調整
ギャラリを左右に回しあおりを調整して
ください。

1. 左右調整
❶のねじ（左右）をゆるめると左右に鏡板が
動かせます。

ギャラリ

ギャラリ

スチール背板

ギャラリ

❶

❷

±1.5mm±1
.5m
m

❷

❸

6-4.スチール製引出し（白色）タイプの調整方法
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棚受けはすき間のないように奥まで差し込み、棚板を確実に乗
せてください。

保護シートの貼ってある扉は、右図のようにシートをはがしてく
ださい。

すき間のないように

警告

シリコーンで埋める場合、部位によっ
て内装工事となる場合があります。
建築壁とカウンターの間は、関連する
法令・規定に従って必ず「有資格者」
が行う。
キッチンパネルの場合はこの限
りではありません。

注意
カウンターと、壁またはエンドパネル
の合わせ部はシリコーンを充填する。
埋め方が不完全な場合、水こぼれ
でユニットやエンドパネル、およ
び床や壁をいためるおそれがあり
ます。

保護シート

①シートをはがす

●取付け・設置後のキャビネットや扉のホコリ・汚れは、やわらかい布で拭き取ってください。
　家具用ワックスやシンナー、アルコールなどの溶剤または研磨剤の入った洗剤は使用しないでください。変色したり、光沢をなく
　したりして、扉やキャビネットの表面を傷めます。
●取付後、内装工事などの後工事がある場合は養生を行ってください。

　●養生につかう段ボールは梱包材を使用してください。
　●養生につかうテープは粘着力の弱いものを使用してください。

注意
扉の傾き、ガタつき、丁番のゆるみがない
ことを確認する。
使用中に扉が落下して、ケガをするおそれ
があります。

●キャビネットが確実に固定されているか確認してく
　ださい。

7-1.目地処理をする

7-2.保護シートをはがす

7-3.棚板のセット

仕上げ・付属部品の取付け7

8-1.清掃と養生

8-2.取付け・設置後のチェック

取付け・設置担当者へのお願い8
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●建築工事側で行っていただく後工事は、必ず建築工事担当者に引き継い
でください。

●取扱説明書は確実にお客さまに届くよう配慮してください。
●蒸気排出ユニットの接続（電気工事）があるため、必ず蒸気排出ユニッ

トの前面パネルに申し送りチラシをマスキングテープで貼り付けてくだ
さい。貼付けは、必ず前面パネルのアルミ部分にしてください。

　（塗装部への貼付けは避けてください。）

●廃棄処分の際は、必ず専門業者に依頼してください。

※蒸気排出ユニットに貼り付いています

取付設置担当者様へ

電気工事ご担当者様
　電気工事が　残っています。

マスキングで
テープ固定する

申し送りチラシ

8003048  17SKトリツケダイニング 2017.03.AK

株式会社 LIXIL
http://www.lixil.co.jp/

8-3.後工事の説明と引継ぎ

8-4.廃棄処分について

PKS-0220（20031）


